
 
民鉄協ニュース №１                ２０２２年５月１９日 

大手民鉄１６社 ２０２２年３月期  

決算概況および鉄軌道事業旅客輸送実績 
大手民鉄１６社（東武・西武・京成・京王・小田急・東急・京急・東京メトロ・相鉄・名鉄・

近鉄・南海・京阪・阪急・阪神・西鉄）の２０２２年３月期決算概況および鉄軌道事業旅客輸

送実績が出揃い、輸送人員は７８億５千７百万人となりました。（詳細は別紙のとおりです） 

 

［２０２２年３月期 決算概況］（２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日） 

《個別決算／１６社合計》 

鉄軌道事業営業収益 １兆２，７１６億円 （対前期比 ８．７％増） 

鉄軌道事業営業損失 △３０６億円 （    ―     ） 

全事業営業利益 ７１０億円 （    ―     ） 

全事業経常利益 ３７０億円 （    ―     ） 

※「収益認識に関する会計基準」等の適用により、本年を当該会計基準等適用後の数値として、 

対前年同期比を算出しております。 

《連結決算／１５社合計》 

売上高 ６兆２，５９３億円 （対前期比 ４．９％増） 

営業利益 １，２２１億円 （    ―     ） 

経常利益 １，６２３億円 （    ―     ） 

※阪急・阪神は阪急阪神ＨＤで表記しています。 

※「収益認識に関する会計基準」等の適用により、本年を当該会計基準等適用後の数値として、 

対前年同期比を算出しております。 

［鉄軌道事業旅客輸送実績（１６社合計）］（２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日） 

７８億５千７百万人（全体では、対前年度比７．３％増 対２０１９年度比２５．１％減） 

地域別では、関東９社計 対前年度比７．８％増 対２０１９年度比２６．１％減 

関西５社計 対前年度比５．５％増 対２０１９年度比２２．１％減 

  ※対2019年度比：コロナウイルス感染症拡大前との比較のため記載 

 
 












